
増
上
寺
徳
川
家
霊
廟
の
風
景

（11）

－

海
を
渡
っ
た
灯
籠
た
ち
（
中
）－

今
回
は
清
揚
院
の
霊
廟
に
つ
い
て
書
い
て
み
ま
す
。

増
上
寺
に
最
初
に
霊
廟
が
営
ま
れ
た
の
は
、
寛
永
三
年
に
亡
く
な
っ
た
二
代
将
軍
徳
川

秀
忠
の
正
室
お
江
与
の
方
、
崇
源
院
の
廟
所
で
す
。
本
堂
の
北
、
今
の
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
の
場
所
に
霊
牌
所
、
奥
の
院
が
造
営
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
寛
永
九
年
に
秀
忠
が
薨
じ

た
後
に
本
堂
の
南
側
に
台
徳
院
霊
廟
が
造
営
さ
れ
ま
す
。
奥
の
院
は
南
側
の
高
台
に
作
ら

れ
ま
し
た
。
台
徳
院
霊
廟
が
作
ら
れ
た
後
に
、
家
光
の
命
で
台
徳
院
霊
廟
と
並
ぶ
位
置
に

崇
源
院
霊
牌
所
が
造
替
さ
れ
、
旧
霊
牌
所
は
鎌
倉
の
建
長
寺
の
法
堂
（
後
仏
殿
）
と
し
て

払
い
下
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
辺
り
の
事
情
は
田
邊
泰
が
『
崇
源
院
霊
牌
所
造
営
私
考
』
に

詳
し
く
書
い
て
い
ま
す
。
三
代
将
軍
家
光
の
霊
廟
は
日
光
輪
王
寺
と
上
野
の
寛
永
寺
に
、

四
代
家
綱
は
寛
永
寺
に
造
営
さ
れ
ま
す
の
で
、
台
徳
院
以
後
増
上
寺
に
本
格
的
な
霊
廟
が

造
営
さ
れ
る
の
は
、
六
代
将
軍
の
生
父
と
な
る
徳
川
綱
重
（
一
六
六
四
～
一
六
七
八
年
）

の
清
揚
院
霊
廟
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
明
治
十
七
年
陸
軍
参
謀
本
部
が
作
成
し
た
五
千
分
の
一
測
量
原
図
か
ら
明
治

初
期
の
清
揚
院
廟
の
建
物
配
置
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

本
堂
裏
手
、
黒
本
尊
の
左
脇
に
門
が

あ
り
（
写
真
１
）
そ
の
門
か
ら
背
後
の

丘
陵
部
ま
で
坂
が
続
い
て
い
ま
す
。
登

り
切
っ
た
所
に
勅
額
門
（
写
真
２
）
が

あ
り
ま
す
が
、
此
の
地
図
に
は
描
か
れ

て
い
ま
せ
ん
。
木
子
文
庫
の
明
治
初
期

の
絵
図
に
は
描
か
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、

明
治
十
七
年
に
は
取
り
払
わ
れ
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

勅
額
門
内
部
に
石
灯
籠
が
数
基
並
ん

で
い
る
の
が
見
え
ま
す
。
地
図
の×

印

は
灯
籠
を
表
し
て
い
ま
す
。
数
は
正
確

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
写
真
１
、
２
は
『
東

京
国
立
博
物
館
蔵

幕
末
明
治
期
写
真

資
料
目
録
Ⅰ
』
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
物
で
す
が
、
他
に
も
二
葉
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
奥

院
の
拝
殿
（
写
真
３
）
と
墳
墓
門
・
宝
塔
（
写
真
４
）
を
写
し
た
物
で
す
。
写
真
４
の
左

端
に
は
写
真
３
の
拝
殿
の
右
後
ろ
部
分
が
写
り
込
ん
で
い
ま
す
。

地
図
で
見
る
と
清
揚
院
廟
の
右
手
部
分
に
な
り
ま
す
。

写真３ 清揚院奥院拝殿写真４ 清揚院奥院墓所

写真１ 本堂裏手の黒本尊脇の門写真２ 清揚院勅額門



実
は
『
東
京
国
立
博
物
館
蔵

幕
末
明
治
期
写
真
資
料
目
録
Ⅰ
』
に
は
も
う
一
葉
清
揚

院
の
物
と
思
わ
れ
る
写
真
が
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
「
増
上
寺
」
と
の
み
あ
り

ま
す
が
、
背
後
に
配
置
さ
れ
て
い
る
石
灯
籠
と
水
盤
舎
の
形
か
ら
、
清
揚
院
の
水
盤
舎
を

写
し
た
物
と
思
わ
れ
ま
す
。
位
置
は
勅
額
門
か
ら
入
っ
た
正
面
に
な
り
ま
す
。

清
揚
院
の
水
盤
舎
は
現
在
は
三
解
脱
門
の
内
側
本
堂
左
手
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
増
上
寺
徳
川
霊
廟
墓
と
そ
の
遺
品
・
遺
体
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
に
、
調
査
時
点
の

清
揚
院
廟
の
位
置
関
係
を
記
載
し
た
部
分
が
有
り
ま
す
の
で
引
い
て
お
き
ま
す
。

綱
重
の
廟
と
墓
は
増
上
寺
の
本
堂
の
背
後
に
あ
た
る
位
置
に
造
ら
れ
た
。
そ
の
入
口

は
境
内
の
後
方
に
あ
つ
て
、
ち
ょ
う
ど
、
北
墓
地
と
南
墓
地
の
間
を
ぬ
け
て
一
番
奥
を

南
に
入
っ
た
所
て
あ
る
。
い
ま
、
テ
レ
ビ
塔
の
下
に
近
い
位
置
て
あ
る
。
台
徳
院
秀
忠

の
廟
と
つ
づ
く
台
地
で
、
こ
こ
に
屏
を
め
ぐ
ら
し
た
区
画
が
あ
つ
て
、
清
揚
院
綱
重
の

廟
墓
は
こ
の
中
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
廟
は
入
口
か
ら
坂
道
を
南
に
進
ん
で
、
一
旦
左
に

曲
が
つ
た
所
に
勅
使
門
、
唐
門
が
あ
り
、
そ
れ
を
入
る
と
南
面
し
て
建
て
て
あ
つ
た
。

本
殿
の
後
方
に
少
し
離
れ
て
墓
が
造
ら
れ
て
い
た
。
低
い
屏
に
囲
ま
れ
て
墓
は
、
ま
た
、

別
の
区
画
を
な
し
て
い
た
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
綱
重
の
墓
は
、
も
と
伝
通
院(

文
京
区
小

石
川)

に
造
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
が
宝
永
元
年(1704)

増
上
寺
に
改
葬
さ
れ
た
の
で
あ
る

と
い
う
。
伝
通
院
の
墓
の
模
様
は
明
ら

か
で
な
い
が
、
こ
の
増
上
寺
の
墓
は
盛

土
で
蔽
っ
た
円
墳
で
、
高
さ
お
よ
そ
３

ｍ
，
径
、

ｍ
ほ
ど
の
大
き
さ
で
あ
る
。
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写真５ 清揚院水盤舎と推定される写真

写真６ 現在の増上寺内水盤舎

円
墳
に
つ
く
ら
れ
た
こ
と
は
こ
の
時
期

の
墓
と
し
て
は
稀
で
あ
る
。
墓
は
、
い

ま
荒
れ
て
盛
土
も
崩
れ
て
原
形
が
い
く

ら
か
変
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
墳
丘
に

は
雑
草
も
生
え
て
い
る
し
裾
の
部
分
が

乱
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
．
写
真

に
見
る
の
は
、
改
修
工
事
が
始
ま
っ
て

封
土
を
除
き
は
じ
め
内
部
の
石
組
の
一

部
が
見
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
封
土
が

除
か
れ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
ま
だ
墳

形
を
知
る
こ
と
か
で
き
る
。

墓
所
が
解
体
さ
れ
た
と
き
に
す
で
に

墳
丘
の
様
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
清
揚

院
の
墓
所
は
円
墳
で
有
っ
た
か
の
印
象

を
与
え
か
ね
ま
せ
ん
が
、
写
真
３
に
見

ら
れ
る
様
に
他
の
墓
所
と
同
じ
よ
う
に

石
造
の
宝
塔
を
持
つ
墓
所
構
造
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
明
治
の
中
期
頃
に
霊
廟
の
建
物
が
解
体
さ
れ
、
シ
ー
ボ
ル
ト
ら

に
払
い
下
げ
ら
れ
た
後
に
盗
掘
な
ど
を
恐
れ
て
墓
所
を
土
で
覆
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。綱

重
の
改
葬
の
次
第
を
知
る
た
め
に
ま
ず
、
『
徳
川
諸
家
系
譜
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る

『
幕
府
祚
胤
伝
』
か
ら
没
後
の
記
事
を
書
き
抜
い
て
み
ま
す
。

延
宝
六
年
庚
午
九
月
十
四
日
、
御
逝
去
、
御
年
三
五
、

〇
十
七
日
、
出
棺
、
伝
通
院
江

御
入
棺
、
〇
廿
七
日
、
御
葬
式
、
〇
従
二

廿
八
日
一

御
法

事
、
〇
十
月
朔
日
、
御
結
願
、
御
名
代
大
久
保
加
賀
守
、
〇
十
一
月
朔
日
遺
物
献
上
、

御
刀
備
前
守
家
代
金
五
十
枚
・
京
極
茄
子
御
茶
入
・
内
赤

盆
・
鶉
之
羽
茶
壷
、
此

外
略
レ

此
、

清
揚
院
殿
円
誉
天
安
永
和
大
居
士

宝
永
二
年
乙
酉
四
月
十
四
日
、
墓
廟
共
増
上
寺
江

可
レ

被
レ

移
之
旨
有
レ

命
、
西
丸
御
側
戸

田
大
炊
頭
忠
利
奉
二

造
営
奉
行
一

〇
廿
九
日
、
釿
初
、
鍬
初
、
〇
五
月
十
六
日
、
助

造
命
二

阿
部
飛
騨
守
正
喬
一

、
小
笠
原
佐
渡
守
伝
レ

命

〇
十
八
日
、
御
作
事
奉
行
小

幡
上
総
介
、
御
書
院
番
酒
井
下
総
守
組
須
田
助
十
郎
、
建
営
司
有
レ

命
、
〇
七
月
廿

九
日
、
御
供
料
被
レ

附
、
七
百
石
別
当
所
化
普
碩
、
御
加
二

三
百
石
一

、
〇
九
月
十

写真７ 清揚院墓所調査時の写真



一
日
、
上
棟
、
○
廿
九
日
、
御
改
葬
之
御
法
事
掛
、
寺
社
奉
行
三
宅
備
前
守
、
御

勘
定
奉
行
中
山
出
雲
守
、
御
賄
御
代
官
平
岡
三
郎
衛
門
、

同
三
年
丙
戌
九
月
十
四
日
、
亜
相
君
（
綱
重
）
御
参
拝

同
六
年
九
月
七
日
、
勅
会
万
部
、
知
恩
院
宮
御
参
向
、
御
焼
香
被
二

出
座
一

覚
了
院
僧
正
、

六
役
法
恩
寺
・
天
性
寺
・
長
香
寺
、
山
役
光
照
院
・
先
求
院
・
此
外
徳
林
院
・
信

重
院
・
九
品
院
・
浩
徳
院
・
源
光
院
・
大
長
寺
等
出
勤
、
同
日
、
御
贈
官
位
、
贈

正
一
位
大
相
国
宣
旨
久
我
前
内
大
臣
持
参
、
大
久
保
加
賀
守
、
伝
奏
屋
敷
江

相
越
、

織
田
能
登
守
差
添
、
同
日
、
根
来
平
左
衛
門
増
上
寺
江

持
二

参
之
一
、

参
向
面
々
十
月

十
八
日
、
御
暇
、
清
閑
寺
大
納
言
、
勧
修
寺
大
納
言
・
園
中
納
言
、
高
倉
中
納
言

・
平
松
三
位
・
高
倉
中
将
・
勧
修
寺
右
大
弁
・
野
々
宮
少
将
、
女
御
使
西
村
安
藝

守
等

此
時
、
開
二

通
元
院
一

為
二

御
別
当
一

、
廿
四
日
、
勅
額
到
着
、
御
目
付
河
野
勘
右
衛

門
附
来
、
上
覧
以
後
増
上
寺
江

被
二

差
越
一

、
柳
沢
出
羽
守
、
御
目
付
鈴
木
飛
騨
守

相
添
え
、
○
廿
五
日
、
御
仏
殿
上
棟
、
○
廿
九
日
、
御
遷
座
、
御
名
代
大
久
保
加

賀
守

家
宣
が
将
軍
継
嗣
と
な
っ
た
こ
と
で
、
綱
重
は
将
軍
生
父
と
し
て
小
石
川
の
伝
通
院
か

ら
増
上
寺
へ
墓
所
を
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
時
に
生
母
の
お
保
良
の
方
も

長
昌
院
と
諡
さ
れ
、
谷
中
の
善
性
寺
か
ら
ら
移
さ
れ
て
寛
永
寺
に
霊
牌
所
を
営
む
こ
と
に

な
り
ま
す
。

宝
永
二
年
十
月
五
日
に
清
揚
院
の
遺
骸
、
十
二
日
に
は
長
昌
院
の
遺
骨
が
移
さ
れ
ま
す
。

記
事
の
中
で
宝
永
六
年
と
す
る
の
は
誤
り
で
、
『
文
昭
院
殿
御
実
紀
』
で
は
全
て
宝
永
七

年
の
事
と
し
て
い
ま
す
。

『
常
憲
院
殿
御
実
紀
』
に
は
改
葬
に
関
し
て
十
月
二
日
の
記
事
と
し
て
次
の
様
な
記
載
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
日
令
せ
ら
る
ゝ
は
。

清
揚
院
殿
改
葬
の
道
筋
。
邸
宅
窓
蓋
す
べ
し
。
手
桶
は

出
す
べ
か
ら
ず
。
改
葬
の
と
き
の
衣
服
。
増
上
寺
に
て
は
長
袴
、
傳
通
院
并
に
道
筋
は

半
袴
。

長
昌
院
殿
改
葬
道
筋
。
善
性
寺
よ
り
感
應
寺
の
裏
通
り
。
上
野
谷
中
門
た
る

べ
し
と
な
り
。

『
江
戸
町
触
集
成
』
（
第
二
巻

塙
書
房
）
に
は
こ
の
時
に
出
さ
れ
た
町
触
が
納
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

覚

一
今
六
時
清
揚
院
様
就
御
改
葬
、
伝
通
院
よ
り
増
上
寺
江

被
為
入
候
間
、
町
中
之
者
共

何
方
江

も
不
罷
出
、
火
之
用
心
之
儀
随
分
入
念
、
月
行
事
自
身
裏
々
迄
度
々
廻
り
、

無
油
断
可
申
付
候
、
御
尊
骸
御
通
之
御
道
筋
江

一
切
罷
出
申
間
敷
候
、
町
々
名
主
月

行
事
前
後
之
木
戸
ニ
付
居
、
喧
嘩
ロ
論
万
事
物
噪
敷
儀
無
之
様
、
急
度
可
申
付
候
、

少
も
油
断
有
間
敷
、
以
上

十
月
五
日

町
年
寄
三
人

覚

一
今
晩
長
昌
院
様
御
改
葬
候
之
間
、
町
中
之
者
共
何
方
へ
も
不
罷
出
、
火
之
用
心
之
儀

随
分
入
念
、
裏
々
迄
月
行
事
自
身
度
々
廻
り
無
油
断
可
申
付
候
、
尤
町
々
名
主
月
行

事
前
後
之
木
戸
ニ
付
居
、
喧
嘩
口
論
万
事
物
噪
敷
事
無
之
様
急
度
可
申
付
候
、
殊
ニ

風
立
候
間
、
火
之
元
別
而

大
切
ニ
仕
候
様
急
度
可
申
付
候
、
少
も
油
断
有
間
敷
候
、

以
上十

月
十
二
日

町
年
寄
三
人

暮
六
ツ
、
日
没
か
ら
間
も
な
い
時
刻
に
、
静
ま
り
返
っ
た
江
戸
の
町
筋
を
改
葬
の
行
列

が
通
り
す
ぎ
て
い
く
情
景
が
目
に
映
る
様
で
す
。

清
揚
院
の
改
葬
に
関
す
る
『
常
憲
院
殿
御
実
紀
』
の
記
事
は

○
四
日

清
揚
院
殿
を
傅
通
院
よ
り
三
縁
山
に
う
つ
し
お
さ
め
奉
る
。
小
笠
原
佐
渡
守

長
重
。
目
付
榊
原
八
兵
衛
忠
知
。
柳
澤
八
郎
右
衛
門
信
尹
御
先
に
ま
か
り
。
戸
田
大

炊
頭
忠
則
。
目
付
久
留
手
左
衛
門
正
淸
。
鈴
木
伊
兵
衛
直
武
供
奉
し
。
先
手
前
島
太

郎
右
衛
門
重
命
。
杉
浦
武
兵
衛
政
令
。
雨
宮
近
江
守
正
長
。
徒
頭
中
山
權
左
衛
門
勝

尋
山
を
警
衛
し
。
先
手
頭
浅
野
伊
左
衛
門
正
氏
傅
通
院
を
警
衛
し
。
目
付
駒
木
根
長

三
郎
政
男
御
跡
の
事
つ
か
ふ
ま
つ
る
。

と
さ
り
げ
な
い
の
で
す
が
、
長
昌
院
の
記
事
は

○
十
一
日
こ
の
日

長
昌
院
殿
御
改
葬
に
よ
り
。
す
べ
て
の
供
奉
は
谷
中
門
外
に
と
ゞ

め
。
御
法
會
は
て
ゝ

御
墓
へ
納
ら
る
ゝ
と
き
の
御
供
し
。
越
智
下
総
守
清
武
并
に

用
人
は

霊
廟
門
内
ま
で
ま
か
り
。
桐
間
番
頭
。
焼
火
間
番
頭
。
目
付
。
并
に
瓦
林

源
右
衛
門
嘉
久
。
同
清
右
衛
門
良
中
は
御
墓
門
外
ま
で
ま
か
る
べ
し
。
御
蓋
畢
ら
ば
。

供
奉
の
輩
し
り
ぞ
く
べ
し
。

御
墓
へ
入
ら
せ
ら
る
れ
ば
。
惣
供
奉
は
か
へ
ら
し
め
。

目
付
は
上
野
へ
二
員
。
善
性
寺
ヘ
一
員
ま
か
り
。
御
跡
ま
で
あ
り
て
。
諸
事
命
す
べ



し
と
な
り
。

と
か
な
り
具
体
的
な
記
述
と
な
っ
て
い
て
興
味
深
い
も
の
が
有
り
ま
す
。
越
智
下
総
守
清

武
は
家
宣
の
同
腹
の
弟
で
、
懐
妊
中
の
お
保
良
の
方
が
越
智
与
右
衛
門
善
清
に
下
さ
れ
た

の
で
、
初
め
越
智
を
姓
と
し
ま
す
が
、
宝
永
四
年
松
平
の
姓
を
許
さ
れ
、
館
林
城
主
と
な

り
ま
す
。
徳
川
の
姓
を
離
れ
た
清
武
で
あ
れ
ば
こ
そ
墓
所
で
改
葬
の
立
ち
会
い
を
す
る
事

が
出
来
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

清
揚
院
と
長
昌
院
の
墓
所
の
状
態
を
今
野
春
樹
は
『
徳
川
家
の
墓
制
』
（
坂
詰
秀
一
監

修

北
隆
館
）
の
中
に
次
の
様
に
記
録
し
て
い
ま
す
。

清
揚
院
（
六
代
家
宣
父
）
は
実
子
家
宣
の
将
軍
継
嗣
決
定
に
と
も
な
い
、
宝
永
２

（1705

）
年
に
伝
通
院
か
ら
増
上
寺
へ
改
葬
さ
れ
た
。
埋
葬
施
設
は
地
上
に
構
築
さ
れ

た
円
形
盛
土
内
に
石
槨
が
築
か
れ
て
い
る
。
石
槨
蓋
石
は
同
形
の
板
石
２
点
が
使
用
さ

れ
、
長
さ200cm

×

幅104cm
×

厚
さ25cm
を
測
る
。
下
面
は
丁
寧
に
磨
か
れ
、
墓

誌
文
が
刻
ま
れ
る
が
、
撰
者
は
不
明
で
あ
る
。
石
槨
身
は
不
揃
い
で
荒
い
調
整
の
石
材

２
段
積
み
で
あ
り
、
内
側
面
は
磨
か
れ
て
い
る
。
内
法
は150cm

四
方×

高
さ150cm

を
測
る
。
内
部
に
紙
袋
詰
め
石
灰
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

棺
槨
は
腐
食
が
甚
大
で
あ
り
、
重
数
と
寸
法
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
棺
槨
は
槨
台

に
載
せ
ら
れ
、
槨
台
に
は
隅
金
具
や
各
面
２
点
の
吊
手
、
そ
し
て
環
の
付
い
た
槨
台
金

具
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
朱
は
使
用
さ
れ
ず
、
埋
葬
体
位
は
胡
座
で
あ
る
。
（
中
略
）

長
昌
院
遺
体
は
火
葬
さ
れ
て
い
る
。
火
葬
骨
を
納
め
た
骨
蔵
器
及
び
そ
の
外
容
器
を

納
め
た
石
櫃
は
、
宝
塔
直
下
で
基
壇
一
、
二
段
目
中
心
部
の
地
表
上
に
設
置
さ
れ
て
い

る
。
（
中
略
）
蓋
石
は
一
石
か
ら
な
り
、
下
面
に
は
墓
誌
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
撰
者
は

不
明
で
あ
る
。
墓
誌
中
に
「
贈
従
三
位
」
と
見
ら
れ
る
が
、
長
昌
院
が
従
三
位
を
追
贈

さ
れ
る
の
が
、
改
葬
直
前
の
宝
永
２
（1705

）
年

月
９
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
墓
誌

10

が
改
葬
時
に
刻
ま
れ
た
こ
と
が
判
る
。
（
中
略
）

石
櫃
内
に
は
骨
蔵
器
と
そ
の
外
容
器
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
外
容
器
は
三
重
で
あ
り
、

外
側
か
ら
外
木
箱
、
内
木
箱
、
外
甕
そ
し
て
骨
蔵
器
の
順
で
納
め
ら
れ
る
。
（
中
略
）

骨
蔵
器
は
瀬
戸
美
濃
系
の
鉄
釉
の
施
さ
れ
た
三
耳
壷
で
あ
る
。
内
部
に
は
火
葬
骨
が

高
密
度
で
詰
め
込
ま
れ
て
お
り
、
水
分
を
吸
っ
た
火
葬
骨
が
膨
張
し
た
た
め
、
骨
蔵
器

は
割
れ
て
い
た
。
蓋
に
は
瀬
戸
美
濃
系
の
灰
釉
を
施
し
た
皿
が
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、

割
れ
て
骨
蔵
器
内
に
落
ち
込
ん
で
い
た
。

こ
の
瀬
戸
美
濃
系
の
骨
臓
器
に
納
め
ら
れ
た
長
昌
院
の
遺
骨
が
松
平(

越
智)

清
武
の
見

守
る
中
で
墓
所
に
納
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

清
揚
院
は
十
月
五
日
増
上
寺
に
改
葬
さ
れ
た
後
、
十
日
に
は
宝
塔
供
養
が
あ
り
、
十
三

日
に
は
法
要
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

五
年
後
の
宝
永
七
年
九
月
の
三
十
三
回
忌
を
前
に
正
一
位
大
相
国
が
贈
ら
れ
二
十
四

日
に
は
勅
額
が
下
さ
れ
ま
す
。

清
揚
院
廟
は
、
三
十
三
回
忌
の
法
要
を
前
に
遷
座
が
行
わ
れ
、
仏
殿
の
造
替
が
行
わ
れ

ま
す
。
勅
額
が
下
さ
れ
る
事
も
沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
勅
額
門
も
こ
の
時
に
造
営
さ

れ
た
物
と
思
わ
れ
ま
す
。
従
っ
て
写
真
や
古
図
に
見
ら
れ
る
清
揚
院
廟
の
姿
は
、
こ
の
時

以
降
の
物
と
考
え
て
良
い
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
埼
玉
県
飯
能
市
に
あ
る
武
陽
山
能
仁
寺
の
門
前
に
は
、
清
揚
院
が
伝
通
院
に

葬
ら
れ
た
時
の
宝
篋
印
塔
と
思
わ
れ
る
石
塔
が
建
っ
て
い
ま
す
。
（
写
真
８
）

宝
篋
印
塔
に
は
四
面
に

甲
府
宰
相
源

朝
臣
綱
重
卿

延
寶
六
戌

天
辛

清
揚
院

正
三
位
前
参
議

圓
譽
天
安
永
和

大
居
士
神
儀

九
月
十
四
日

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

能
仁
寺
は
文
亀
年
間
に
中
山
家
勝
が
創
建
し
た
寺
で
、
宝
永
三
年
一
族
の
大
名
黒
田
直

邦
の
助
力
も
有
り
、
五
十
石
の
朱
印
を
受
け
る
大
寺
と
な
り
ま
す
。
ま
た
寺
宝
と
さ
れ
る

「
宝
冠
釈
迦
如
来
（
伽
羅
観
音
）
」
は
桂
昌
院
に
よ
り
寄
進
さ
れ
た
物
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
能
仁
寺
と
清
揚
院
と
の
繋
が
り
を
示
す
物
は
あ
り
ま
せ
ん
。

能
仁
寺
の
参
道
に
は
西
武
球
場
建
設
時
に
運
び
出
さ
れ
た
増
上
寺
の
石
灯
籠
が
多
数
置

か
れ
て
い
ま
す
が
、
或
い
は
こ
の
宝
篋
印
塔
も
増
上
寺
に
あ
っ
た
物
が
石
灯
籠
と
一
緒
に

能
仁
寺
に
移
さ
れ
た
物
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

秋
元
茂
陽
は
『
徳
川
将
軍
家
墓
碑
総
覧
』
の
中
で

「
徳
川
諸
家
系
譜
」
を
見
る
と
、
「
墓
廟
共
増
上
寺
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
綱
重
の
墓
碑
と
霊
廟
は
伝
通
院
か
ら
増
上
寺
に
移
転
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と

か
ら
綱
重
の
墓
碑
は
、
改
葬
時
に
改
建
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
初
葬
地
で
あ
る
伝

写真８ 能仁寺門前宝篋印塔



通
院
に
建
立
さ
れ
て
い
た
墓
碑
で
あ
る
こ
と

も
わ
か
る
。
伝
通
院
と
増
上
寺
の
宗
旨
を
見

る
と
、
と
も
に
浄
土
宗
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

墓
碑
を
改
建
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
（
中
略
）

こ
の
当
時
、
将
軍
の
墓
碑
は
、
唐
銅
宝
塔

墓
を
建
立
す
る
こ
と
が
確
立
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
四
代
家
綱
の
墓
碑
は
石
造
宝
塔
墓

か
ら
唐
銅
宝
塔
墓
に
再
建
さ
れ
て
い
る
が
、

綱
重
の
墓
碑
は
将
軍
の
実
父
と
し
て
、
五
輪

塔
墓
か
ら
唐
銅
宝
塔
墓
に
は
再
建
さ
れ
て
い

な
い
。

と
書
い
て
い
ま
す
が
、
伝
通
院
か
ら
「
墓

廟
共
」
に
移
さ
れ
た
と
い
う
記
述
か
ら
、
綱

重
墓
に
宝
塔
が
営
ま
れ
ず
、
宝
篋
印
塔
が
そ

の
ま
ま
墓
碑
と
さ
れ
た
と
す
る
見
解
は
頷
け

ま
せ
ん
。
生
母
の
お
保
良
の
方
で
さ
え
、
改

葬
先
の
寛
永
寺
に
は
立
派
な
墓
所
と
宝
塔
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
此
の
当
時
将
軍
の

宝
塔
が
石
造
宝
塔
か
ら
唐
銅
宝
塔
に
建
て
替
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
将
軍
に
限
っ

た
話
で
、
し
か
も
文
昭
院
の
宝
塔
を
最
後
に
以
後
唐
銅
宝
塔
が
造
ら
れ
る
こ
と
は
有
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
桂
昌
院
の
宝
塔
は
綱
吉
の
意
向
も
あ
っ
て
か
唐
銅
製
で
す
が
、
葵
の
紋
が

付
け
ら
れ
る
こ
と
は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

宝
塔
造
営
に
つ
い
て
『
鈴
木
修
理
日
記
』
に
は

御
切
紙
拝
受
仕
候
、
然
ば
上
野
八
日
御
仏
殿
唐
金
御
宝
塔
絵
図
之
仕
形
、
此
度
増
上
寺

清
揚
院
様
御
宝
塔
石
之
間
数
、
張
紙
之
仕
形
被
遣
候
間
、
絵
図
は
五
分
一
之
割
致
、
付

紙
は
此
格
之
仕
形
ニ
、
指
渡
・
高
サ
共
、
所
々
ニ
而
致
付
紙
、
明
日
可
指
上
之
旨
、
奉

得
其
意
候
、
併
只
今
ゟ
被
仰
下
候
通
ニ
は
地
割
出
来
兼
申
候
、
兎
角
明
朝
五
ツ
前
後
伺

公
仕
、
委
細
可
申
上
候
、
先
年
、
八
日
御
仏
殿
か
ら
か
ね
之
地
割
、
漸
只
今
仕
懸
り
候

故
、
出
来
次
第
、
明
朝
伺
公
、
御
窺
可
申
上
候
、
久
三
郎
ゟ
指
上
候
御
宝
塔
之
図
、
先

請
取
置
申
候
、
是
も
此
方
ゟ
指
出
候
絵
図
ニ
御
座
候
、
以
上
。

六
月
廿
六
日

鈴
木

修
理

曲
越
前
守
様

こ
の
時
期
桂
昌
院
の
逝
去
も
有
り
、
鈴
木
修
理
長
常
の
宝
塔
に
関
す
る
記
述
も
入
り
乱

写真９ 能仁寺参道の石灯籠群

れ
て
い
ま
す
。
将
軍
生
父
の
宝
塔
の
制
作
に
は
、
前
将
軍
厳
有
院
宝
塔
の
（
上
野
八
日
御

仏
殿
唐
金
宝
塔
）
が
参
考
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
結
局
「
上
野
八
日
御
仏
殿
宝
塔
寸
法
壱
丈

三
尺
七
寸
程
、
九
尺
五
寸
之
寸
法
ニ
致
候
ヘ
ば
四
尺
弐
寸
引
申
候
」
と
有
り
ま
す
か
ら
、

厳
有
院
の
宝
塔
か
ら
惣
高
で
四
尺
二
寸
差
し
引
い
た
九
尺
五
寸
の
宝
塔
が
造
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
「
鈴
木
修
理
日
記
」
は
こ
の
六
月
の
記
述
か
ら
三
ヶ
月
分
が
欠
け
て
い

ま
す
の
で
、
ど
の
よ
う
な
手
順
で
宝
塔
造
営
が
進
ん
だ
の
か
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
延
宝
九
年
に
厳
有
院
の
石
造
宝
塔
が
造
営
さ
れ
た
時
の
記
録
は
残
っ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
は
「
燈
籠
石
は
船
に
揺
ら
れ
て
」
に
書
い
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
後
「
常
憲
院
殿
御
実
紀
」
に
は

○
十
月
十
日
三
縁
山
に
て

清
揚
院
殿
宝
塔
供
養
あ
り

○
十
二
月
廿
六
日

け
ふ
清
揚
院
殿
宝
塔
造
作
せ
し
石
工
に
銀
三
十
枚
給
ふ
。（
日
記
）

と
有
り
ま
す
の
で
十
月
十
三
日
の
法
要
前
の
十
日
に
は
宝
塔
の
供
養
が
行
わ
れ
、
十
二

月
に
は
石
工
に
報
奨
金
が
下
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
今
増
上
寺
の
徳
川
家
将
軍
墓
所
の
左
手
奥
に
宝
塔
の
残
骸
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
野
春
樹
は
「
徳
川
家
の
墓
制
」
の
中
で

ま
た
増
上
寺
徳
川
家
霊
廟
内
の
片
隅
に

は
廃
棄
さ
れ
て
い
る
石
製
円
形
宝
塔
が
あ

る
。
塔
身
の
み
が
残
り
、
他
の
部
材
は
消

失
し
て
い
る
。
こ
の
宝
塔
の
塔
身
直
径
は1

.

I
2
m

を
測
り
、
各
階
層
の
宝
塔
直
径
と
比
較

す
る
と
将
軍
の
七
代
家
継
以
降
の
石
製
宝

塔
の
直
径1

.
0
9

～1
.
1
4
m

と
近
似
値
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
増
上
寺
埋
葬
で
墓
標
不

明
被
葬
者
の
う
ち
、
将
軍
と
匹
敵
す
る
宝

塔
を
建
て
る
に
値
す
る
人
物
は
清
揚
院(

六

代
家
宣
父)

し
か
該
当
し
な
い
。
清
揚
院
は

三
代
家
光
の
二
男
で
あ
り
、
実
子
の
家
宣

が
五
代
綱
吉
の
継
嗣
に
決
定
の
後
、
宝
永
二(

1
7
0
5
)

年
閏
四
月
十
四
日
に
そ
れ
ま
で
埋

葬
さ
れ
て
い
た
伝
通
院
か
ら
増
上
寺
に
改
葬
す
る
命
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。
塔
身
直
径

か
ら
廃
棄
宝
塔
が
清
揚
院
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

と
書
い
て
い
ま
す
。
筆
者
も
前
々
か
ら
こ
の
宝
塔
の
素
性
を
気
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
解

写真１０ 増上寺内清揚院宝塔(?)



明
の
手
立
て
が
無
い
ま
ま
に
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
宝
塔
の
口
径
か
ら
被
葬
者
を
推
論
し

て
い
く
手
法
は
、
多
く
の
徳
川
家
墓
所
の
調
査
を
手
掛
け
て
こ
ら
れ
た
今
野
氏
な
ら
で
は

で
、
傾
聴
に
値
し
ま
す
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
と
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
書
く
こ
と
が
予
定
で
し
た
が
、
紙
数
が
尽
き
ま
し
た
。
次
回
は
こ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
書
き
、
最
後
に
清
揚
院
、
桂
昌
院
の
銅
灯
籠
に
つ
い
て
書
く
こ
と
に
し
ま
す
。

（
四
月
二
十
九
日
）


